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戦争法案の必要論崩れる

質問する大門みきし

参院議員=8月 5日 、

参院安保特委
日中間  日米間  日ASEAN間

※総額‐日本の輸出+輸入、受取・支払絶対額の合計
日本銀行資料をもとに大問事務所作成

「国
と
国
と
の
問
題
は
、
事
実
に
基
づ
き
冷
静
に
判
断
す
べ
き
だ
。
政
治
家
が
意
図
的
に
国
民

を
あ
お

つ
て
は
な
ら
な
い
」
―
。
日
本
共
産
党

の
大
門
み
き
し
議
員
は
８
月
５
日
の
参
院
安
保

法
制
特
別
委
員
会
で
、
自
民
党

の
議
員
が

「戦
争
法
案
」
を
通
そ
う
と
し
て
あ
お
り
た
て
て
い

る

「中
国
脅
威
」
論
の
根
拠
の
な
さ
を
、
米
政
府

・
軍
関
係
者

の
発
言
な
ど
を
示
し
て
解
き
明

か
し
て
い
き
ま
し
た
。

中
国

「脅
威
」

参
院
安
保
特

大
門
氏
は
、
米
太
平
洋
軍

の
プ
レ
ア
元
司
令
官
が
４
月
、

南

シ
ナ
海
で
「紛
争
が
起
き

つ
つ
あ
る
現
実
的
危
険
性
は

み
ら
れ
な
い
」
と
語
る
な
ど
、

安
倍
政
権
と
は
全
く
違

つ
た

認
識
を
示
し
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。
（別
項
①
）

大

変

重

要

な

市

場

ま
た
、
大
門
氏
は
「国
の
こ

と
は
軍
事
面
だ
け
で
な
く
、

経
済
、
文
化
を
ト
ー
タ
ル
的

論
に
根
拠
な
し

大
門
議
員
の
質
問

に
と
ら
え
て
今
起
き
て
い

る
問
題
を
み
な
い
と
い
け

な
い
」
と
指
摘
し
、
日
中
間

の
経
済
相
互
依
存
度

の
深

さ
を
あ
ら
わ
す
資
料
を
示

し
ま
し
た
。
　

（グ
ラ
フ
）

宮
沢
洋

一
経
済
産
業
相

は
、
日
本
企
業
４
万
社
以
上

が
中
国
に
進
出
し
、輸
出
先

と
し
て
は
米
国
に
次
ぐ
２

位
、輸
出
元
で
は
■
位
で
貿

易
総
額
も
米
国
を
超
え
１

位

で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、

「大
変
重
要
な
市
場
と
認
識

し
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

確
か
に
日
中
間
に
は
領
土
を

め
ぐ
る
問
題
が
あ
り
、
中
国

の
南
シ
ナ
海

の
お
け
る

一
方

的
で
強
硬
な
行
動
は
問
題
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
東
南

ア
ジ

ア
の

国

々
は
、
話
し
合

い
で
解
決

す
る
道
を
模
索
し
、
ア
メ
リ

カ
も
平
和
的
に
解
決
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
（別
項
②
）

（次
頁
に
続
く
）

剛剛/閣辞
資

…
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リストラ・長時間労働 困ったこと。悩みがあつたら  秘密厳守
働くルールの 110番 ■L072-781-0122
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外相 中国を脅威とみなさず
日
本
共
産
党
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前

向

き

姿

勢

示

す

大
門
氏
は
、
日
本
と
中
国
は

■
９
７
２
年
の
国
交
回
復
以

来
、
紛
争
は
「平
和
的
手
段
に

解
決
す
る
Ｙ
）と
を
繰
り
返
し

確
認
し
、
２
０
０
８
年
の
「戦

略
的
互
恵
関
係
」
の
包
括
的
推

進
に
関
す
る
日
中
共
同
声
明

で
も
「お
互
い
に
脅
威
と
な
ら

な
い
Ｌ
共
に
努
力
し
て
、南
シ

ナ
海
を
平
和
・協
力
・友
好
の

海
と
す
る
」
と
確
認
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
岸
田
文
雄
外

相
は
「中
国
を
脅
威
と
み
て
い

な
い
」
と
発
言
。
法
的
拘
束
力

が
あ
る
南

シ
ナ
海
行
動
規
範

（Ｃ
Ｏ
Ｃ
）
に
つ
い
て
、
４
日
か

ら
開
幕
し
た
Ａ
ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
外
相
会

議
で
「早
期
妥
結
に
向
け
て
発

言
し
て
い
き
た
い
」
と
前
向
き

な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

一
方
、
防
衛
省
は
対
話
ど
こ

ろ
か
中
国
軍
に
ど
う
対
応
す
る

の
か
「戦
争
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
を
行

っ
て
い
る
事
実
を
、

大
門
氏
は
同
省
の
内
部
資
料
を

示
し
て
批
判
。
「今

こ
そ
外
交

的
な
解
決
手
段
を
と
る
こ
と
が

一
番
大
事
だ
」
と
主
張
し
ま
し

た
。

著
者
を
戦
場
に
送
る
な

日
本
共
産
党

パンフレットこれでわか る 戦争法案
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申し込み連絡先 日本共産党三菱電機伊丹委員会 072(781)0122

②ダニエル・ラッセル米国務次官補

の発言。(7月 21日 、「第5回南シナ

海会詢

われわれは、中国の国家主席や首相

と、オバマ大統領との20回以上におよ

ぶ会談、また「戦略・経済対話」や他の

協議を通じて理解をすすめてきた。両

国関係に基礎を据えたのであり、それ

は緊張あるいは危機にさえも耐えるこ

とのできるものだ。

(「 しんぶん赤旗」8月 6日 より転載)

①デニス・ブレア米大平洋元司令官

の発言(4月 14日 、外国特派員協会)

(台湾や尖閣諸島問題について)中 国

が軍事力で彼らの野望を実現する可能

性は極めて少ない。軍事作戦の実施は

きわめて大きなリスクを負うことを中

国は知っている。

(南シナ海について)現実に、軍事対立

のない地域だといえる。対立は、統治

権をめぐる紛争であり、海域全体につ

いての規制、油井掘削船の配備などで

あり、軍事対立よりもはるかに低い水

準。どの国も、軍事対立へのエスカ

レートを望んでいない。


